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本橋は，石川県羽咋郡志賀町を流れる二級河川米町川に架かる単純鋼床版箱桁橋である。架橋地点付近では，過

去に浸水被害が発生していたことから，現在，河川改修事業が進められており，本工事は河川改修により撤去され

る旧橋の架け替えとして，新橋を製作・架設する工事である。架設地点は県内でも有数の軟弱地盤であり，ベント

を設置することが困難であることから，架設工法として送出し架設工法が採用された。直線橋ではあるものの，約

64°の斜角を有していることから，送出しとともに主桁同士の製作キャンバー差による桁倒れの影響により桁が

横ずれしやすく，それに伴い受点反力も複雑に変化することが懸念された。そのため，桁位置・変位・反力を集中

管理室で一元管理するシステムを導入して架設中の桁位置及び反力の調整を行い，送出し架設中の安全性を確保し

た。本稿では，架設の概要に加えて，施工中に発生した令和 6 年能登半島地震による被害と対応について報告す

る。 

キーワード：鋼床版箱桁，斜角，送出し架設，一元管理システム，能登半島地震 

 

 

1．はじめに 

米町川橋は，図 1 に示すように，能登半島の中能登地

域の外浦に面する石川県羽咋郡志賀町に位置する。同県

七尾市を起点とし，能登半島を周回して金沢市に至る総

延長約 222km の幹線道路である一般国道 249 号におい

て，羽咋郡を流れる米町川に架かる鋼床版箱桁橋である。

一般国道 249 号は，能登地域の生活・産業・観光を支え

る幹線道路であるとともに，第 1 次緊急輸送道路にも指

定されている重要な路線であるが，米町川橋架橋地点付

近では過去に浸水被害が発生したことから，河川改修事

業が進められており，本工事は河川改修に伴う新橋の製

作・架設工事である。当社での施工完了後の全景を写真

1 に示す。 

2024 年 1 月 1 日に発生した能登地方を震央とする地

震（以下，令和 6 年能登半島地震）の影響により，本工

事で使用する施工ヤードは地盤沈下や地盤亀裂などの大

きな被害を受けた。しかし，橋梁本体部材については現

地搬入前であったため，幸いにも損傷などの被害は免れ

た。 

本稿では，本工事の架設の概要に加えて，令和 6 年能

登半島地震による被害の状況と対応についても報告する。 

図 1 位置図 

写真 1 米町川橋全景（A2 下流側上空より望む） 
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2．工事概要 

本工事の工事概要を以下に，構造一般図を図2に示す。 

工 事 名：一般国道 249 号国道改築 5 類工事 

（米町川橋上部工） 

発 注 者：石川県 中能登土木総合事務所 

受 注 者：川田工業・北都鉄工特定建設工事共同企業体 

工事場所：石川県羽咋郡志賀町清水今江地内 

工  期：2023 年 3 月 17 日～2025 年 3 月 10 日 

橋梁形式：単純鋼床版箱桁橋 

橋  長：69.500m 

支 間 長：68.000m 

有効幅員：13.000m（車道 9.500m+歩道 3.500m） 

斜  角：63°54′00″ 

鋼  重：511t 

架設工法：送出し架設 

3．橋梁形式と架設工法 

（1） 橋梁形式選定 

 米町川橋の形式選定において，新橋架設位置は県内で

も有数の軟弱地盤であることから，自重が軽減でき，中

間橋脚が省略できる単純鋼床版箱桁橋が採用された。な

お，鋼床版の現場継手方法としては，橋軸直角方向は高

力ボルト継手とし，橋軸方向は 5 線の現場溶接継手とさ

れた。 

（2） 架設工法 

前述のとおり，架橋地点が軟弱地盤であることから，

河川内でのベント設置も困難であったため，ベントが不

要な送出し架設工法が採用された。送出し架設ステップ

としては，1 箱桁あたり 9 部材で構成されるが，A2 橋台

背面のヤード長の制約により先行して 3 部材を地組立し

て送出し架設を行い，このステップを 3 回繰り返した後，

降下設備にて降下を行った。なお，桁降下の際には橋台

上のスペースが狭く，橋台上のみで降下設備を設置する

ことができないため，写真 2 に示すような降下用セッ

ティングビーム設備を桁上に設けて降下を行うこととし

た。図 3 に送出し架設ステップ図を，写真 3 に送出し架

設 STEP-2 の状況を示す。 

また，通常であれば A1 橋台到達後に順次手延機の解

体を行うが，斜角の影響による桁の傾斜を防ぐため，手

図 2 構造一般図 
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延機を約 40m 張り出して桁のねじれの影響を排除した

状態で手延機の解体を行うこととした。 

4．令和 6 年能登半島地震による被害と対応 

気象庁の発表によると，令和6年能登半島地震は，石川

県能登地方を震央とするマグニチュード7.6，最大震度7

を記録した。図4に示す推計震度分布によると，本橋の架

橋位置は震度5強から6弱に相当し，現場においても大き

な被害を受けた。発生当時の施工段階としては，橋梁部

材は現場への搬入前で，送出し架設用の軌条設備の施工

が完了している状況であった。架設ヤード内の状況は，

地盤沈下，地盤亀裂が各所で発生した。以下に地震によ

る被害の状況と修繕対応について述べる。 

（1） 送出し架設ヤードにおける地割れ 

 写真 4 に示すような地盤亀裂が各所で発生し，地盤が

30～40mm ほど沈下したことで設備のいたるところで

傾きや隙間が発生した。 

 修繕方法としては，まずは平板載荷試験を行うことに

より地耐力に問題ないことを確認した。これにより，亀

写真 2 桁降下用セッティングビーム               写真 3 送出し架設状況（STEP-2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 送出し架設ステップ図（A2 橋台側より送出し） 
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裂箇所から雨水の浸入を防げば架設上問題ないと判断し

た。そこで，地盤亀裂が生じた概ね 500mm の深さまで

掘削した。地盤亀裂が見受けられた箇所にはほぐした土

砂を再度敷均し，締固めを行った。写真 5 に送出しヤー

ドの整地状況を示す。 

（2） 送出し架設ヤード横断函渠周辺地盤の修繕 

送出し架設ヤード及び設備の下には横断函渠が通って

おり，構造物と周辺地盤で大きな段差が発生した。 

送出し架設ヤードに発生した地盤亀裂への対策時と同

様に，まずは平板載荷試験を行い，地耐力に問題がない

ことを確認した。送出し架設時に使用することから，段

差が大きい周辺部は地盤を平坦にする必要があった。そ

こで，コンクリート基礎を含めた設備を一時撤去して表

層 500mm 掘削し，セメント添加させる地盤安定処理を

行った。写真 6 に横断函渠周辺地盤の修繕状況を示す。 

（3） 送出し軌条設備の修繕 

軌条設備の支持点にはコンクリート基礎を設置してい

たが，地盤亀裂の発生により再度コンクリート基礎から

の施工が必要な箇所や，前述の横断函渠付近で採用した

地盤安定処理が必要な箇所があった。したがって，軌条

設備を全て撤去した後，再度コンクリート基礎から施工

を行った。また，地盤が 30～40mm 沈下したことで傾き

や隙間が生じた箇所は，ジャッキアップで高さを調整し

た。隙間には，写真 7 に示すように，基礎梁を巻き込む

ように無収縮モルタルを充填した。 

軌条設備を復旧した後，最終確認として平板載荷試験

を行った。写真 8 に示すように，クレーンカウンターウェ

イトを用いて送出し架設時の最大作用力を設備に載荷さ

せ，設備沈下などの異常がないか確認した。修繕した設

備の安全性が確認されたことにより，2 か月遅れでは

あったが送出し架設に臨むことができた。 

5．施工における工夫 

(1) F-SAW 溶接法 1)の採用 

 前述のように，本橋は鋼床版の橋軸方向に 5 線の現場

溶接継手を有している。疲労亀裂対策として鋼床版厚が

16mm と厚いため，多層盛り溶接の施工によるスラグ巻

き込みなどの欠陥が生じる恐れがあった。そこで，サブ

写真 4 地震による地盤亀裂 

写真 5 送出しヤードの整地 

写真 6 横断函渠周辺地盤の修繕  

図 4 推計震度分布（気象庁 HP より）  
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マージアーク溶接に TIG 溶接等で用いられるホットワ

イヤ（通電したワイヤ）を組み合わせた F-SAW 溶接法

を採用した。F-SAW 溶接法は，当社で開発した溶接法で

あり，入熱量の上限値を遵守しつつ，かつ溶接速度を向

上することが可能な溶接法である。本工事においても，

現場でルートギャップが変動しないよう，入熱量の上限

を遵守しながら 16mm厚の鋼床版を 1 パスで施工を行っ

た。写真 9 に本溶接法による現場溶接状況を示す。 

(2) 送出し架設における安全管理 

本橋は約 64°の斜角を有する橋梁であり，各主桁の製

作キャンバー差による桁倒れの影響により，送出し架設

の進捗とともに桁が横ずれしやすく，それに伴い受点も

複雑に変化するなど架設時に複雑な挙動が予想された。

そこで，送出し架設時の安全管理として以下に示す対策

を行った。 

① 台車の逸走防止対策 

 台車の前後にクランプジャッキを配置し，送出し中は，

必ず前後のどちらかが軌条梁を拘束する状態を維持する

ことで台車の逸走を防止した。写真 10 に軌条梁上の台

車とその前後のクランプジャッキの様子を示す。 

② 送出し桁の逸走防止対策 

送出し桁の逸走を防止するために，写真 11 に示すよう

に，軌条桁の後方端部におしみジャッキを配置し，桁端

部とワイヤで接続することで送出し桁の逸走を防止した。 

③ 送出し桁の横ずれ防止対策 

脚上設備・台車設備の両側に横方向のずれ防止ストッ

パーを設置し，送出し架設の進捗に伴う桁の傾斜により

桁が横ずれを起こした場合に受点から脱落することを防

止した。図 5 に脚上設備に設置した横ずれ防止ストッ

パーを示す。 

④ 桁位置・反力の一元管理システム 

前述のとおり，送出し架設中は桁位置や反力が複雑な

挙動となることが予想された。そのため，送出し架設時

における各受点の反力バランスや平面位置を随時計測し

ながらリアルタイムで把握することが可能な桁位置・反

力の一元管理システムを構築した。写真 12 に本システ

ムの表示画面を示す。事前に解析により算出した反力お

よび移動量と比較することで桁の異常を迅速に察知する

ことができ，架設時の安全性が向上した。 

 

写真 7 高さ調整用モルタルの打設                    写真 9 F-SAW 溶接法による現場溶接 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8 軌条設備復旧後の平板載荷試験               写真 10 台車の逸走防止対策 
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6．おわりに 

 本工事においては，令和 6 年能登半島地震による被災

という困難もあったが，無事工期内に施工を完了するこ

とができた。本橋の供用により，能登地域の発展はもと

より，緊急輸送道路としての機能が強化され，災害に強

い道路ネットワークの構築に寄与するものと期待される。 

最後に，本工事の施工にあたり，ご指導・ご助言を賜

りました石川県中能登土木総合事務所の皆様方，共同企

業体の北都鉄工様および工事関係者に厚く御礼を申し上

げます。 
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図 5 送出し桁の横ずれ防止対策 

写真 12 桁位置・反力の一元管理 写真 11 送出し桁の逸走防止対策 
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